
                                                             資料６ 

1 

 

芽室ジモト大学に係る取り組み状況と今後の取り組みについて 

 

１．事業の目的 

（1）中学生・高校生が芽室町で活躍する大人と関わり、地域課題に関して関心を持ち、学びを深める探究心を育成する。 

（2）コミュニティ・スクールと連携した「郷育・夢育」の取り組みとし、地域コミュニティの活性化に繋げる。 

（3）社会で活躍できる人材を目指して「社会人基礎力」と「郷土愛」を育成する。 

 

２．令和３年度の取り組みスケジュール  

時期 活動予定内容 

４月～ 芽室ジモト大学チームスタッフの募集 

５月７日 白樺学園高等学校の遠足（新嵐山スカイパーク）に参加し、芽室ジモト大学についてＰＲ 

５月２３日 チームスタッフとの打ち合わせ（ＺＯＯＭ） 

６月１９日 チームスタッフとの打ち合わせ（ＺＯＯＭ） 

６月２３日 十勝教育局へ芽室ジモト大学事業への後援依頼 

７月４日(予定) チームスタッフとの打ち合わせ 

７月上旬～ 芽室ジモト大学プログラムの周知、参加者募集 

７月下旬～９月中旬

(予定) 

WEB デザイン×めむろ / 芽室をテーマとし、HP の作成や SNS を活用して情報を発信してみよう 

８月上旬(予定) 自分の未来について考えよう / 高校卒業後は進学？就職？ 芽室に関わる大人の「人生の選択」のきっかけは何

か聞いてみよう 

１０月上旬～１２月

中旬(予定) 

商品開発×めむろ / 芽室で生産されているピーナッツを取り上げ、芽室を学びながら生産から商品開発まで関わ

ってみよう 

各プログラム終了後

～年度末 

令和３年度の各プログラムを振り返り、プログラムを通して学んだことを発表 
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３．チームスタッフ 

  現在、白樺学園高等学校の生徒４名、帯広柏葉高等学校１名、帯広農業高等学校１名の６名 

 

４．芽室ジモト大学事業プログラム実施にかかる予算 

  芽室ジモト大学講師料 １６０千円    

 

５．推進体制 

  事務局として地域おこし協力隊が主担当となり、社会教育係の担当２名とともに、町内の高校在籍生徒及び町民で町外の高校に在籍する

生徒から構成するチームスタッフをまとめる事務局を担う。必要に応じてチームスタッフと打ち合わせを行い、芽室ジモト大学プログラム

を作り上げていく。プログラムとして対応可能なものについてチームスタッフと一緒に企画・運営にあたる。 

プログラムの周知、参加者の募集と並行し、チームスタッフの募集を行う。 

事業実施について町 HP や facebook による周知や参加者からの口コミなども活用し、今後のプログラム実施へつなげていく。 

 

５．チラシ   別添 
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